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サ�

ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
気
候
変
動
へ
の

I�

O�

S�

C�

O
な
ど
の
取
組
み

佐
志
田　

晶　

夫

一
、
は
じ
め
に

　

Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
が
四
月
に
公
表
し
た
報
告
書
〝
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
及
び
証
券
当
局
と
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
役

割⑴

〟
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｓ
Ｆ
Ｎ
）
に
よ
る
調
査
に
基
づ
い
て
各
国
当
局
や
市

場
関
係
者
の
動
向
を
概
観
し
課
題
を
整
理
し
て
、
今
後
の

取
組
み
方
針
を
示
し
て
い
る
（
報
告
書
の
構
成
は
図
表
１

の
通
り
）。
こ
の
問
題
へ
の
取
組
み
で
は
Ｅ
Ｕ
が
積
極
的

で
あ
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
（
欧
州
証
券
市
場
監
督
局
）
が
二
月

に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
戦
略
の
方
針
を
公
表⑵

し

て
い
る
。

　

加
え
て
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
が
、
気
候
変
動
が

銀
行
シ
ス
テ
ム
に
も
た
ら
す
リ
ス
ク
へ
の
対
応
を
よ
り
積

極
化
し
て
お
り
、
四
月
末
に
〝
気
候
関
連
金
融
リ
ス
ク
：

現
在
の
取
組
み
に
関
す
る
サ
ー
ベ
イ
〟
を
公
表⑶

、
各
国
当

局
の
取
組
み
を
整
理
し
、
今
後
の
作
業
方
針
を
示
し
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
国
際
機
関
な
ど
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
や
気
候
変
動
へ
の
対
応
状
況
を
紹
介
し
た
い
。
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二�

、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

動
向
～
Ｓ
Ｆ
Ｎ
に
よ
る
当
局
や
市
場

関
係
者
の
取
組
み
調
査

⑴　

拡
大
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

　

Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
報
告
書
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
発
展
す

る
経
済
へ
の
移
行
と
気
候
変
動
の
軽
減
が
世
界
中
で
主
要

な
問
題
と
な
り
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
発
展
を
促
す
努
力
が

公
的
、
民
間
部
門
で
増
加
し
、
金
融
市
場
で
も
動
き
が
活

発
化
し
て
い
る
と
指
摘
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
設
計
・
表
示

さ
れ
た
投
資
手
段
の
規
模
は
、
二
〇
一
八
年
に
三
〇
～
八

〇
兆
ド
ル
の
範
囲
に
な
る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
大
企

業
は
、
気
候
関
連
事
象
へ
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
（
五
年

以
内
に
発
生
し
う
る
物
理
的
リ
ス
ク
を
含
む
）
を
報
告
し

て
い
る
。

　

Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
コ
ア
原
則⑷

は
重
要
情
報
の
開
示
を
求
め
て

図表１：IOSCO「サステナブルファイナンス報告書」の構成
1． 要約

2．はじめに
IOSCOの役割
IOSCOのサステナブルファイナンス・ネットワーク（SFN）について

3．現行の取組み概観
規制・監督当局による各国でのサステナブルファイナンスへの取組み
サステナブルファイナンスに関する業界の取組み
第三者機関による枠組みと基準

4．SFN（サステナブルファイナンス・ネットワーク）の調査結果
調査のデザイン
規制・監督当局の見方
市場参加者の見方
主要な結論と改善が求められる分野

5．サステナブルファイナンスでの IOSCOの継続的な活動
IOSCOが果たすべき役割
IOSCOによる次のステップ

〔出所〕�　IOSCO報告書、2020年４月より作成
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お
り
、
重
要
な
（
低
炭
素
経
済
）
移
行
リ
ス
ク
を
検
討
・

開
示
す
る
企
業
が
増
え
て
い
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
を
考
慮
し

た
投
資
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
経
済
の
発
展
を
支
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
推
進
す

る
た
め
に
金
融
シ
ス
テ
ム
の
役
割
の
強
化
策
を
行
い
つ
つ

あ
る
法
域
も
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、

新
興
市
場
諸
国
で
も
、
成
長
と
革
新
に
役
立
ち
資
本
市
場

の
発
展
に
重
要
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
を

金
融
の
意
思
決
定
に
取
入
れ
る
が
、
単
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
あ
る
わ
け
で
な
い
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
業

界
の
主
要
ト
レ
ン
ド
と
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
、
投
資
戦

略
、
方
法
論
で
の
課
題
を
提
起
し
て
い
る
。
多
く
の
当
局

が
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
の
適
切
な
管
理
、
グ
リ
ー
ン

ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
（
み
せ
か
け
の
環
境
・
気
候
変
動
へ
の
配

慮
）
の
リ
ス
ク
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
デ
ー
タ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
開
示
の

信
頼
性
と
比
較
可
能
性
の
欠
如
に
注
意
し
て
い
る
。
一

方
、
気
温
上
昇
の
物
理
的
効
果
と
低
炭
素
経
済
へ
の
移
行

リ
ス
ク
の
影
響
は
広
範
で
あ
り
、
健
全
性
規
制
当
局
は
、

金
融
シ
ス
テ
ム
の
強
靭
性
確
保
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い

る
。

⑵　

各
国
当
局
の
取
組
み
状
況
調
査
の
概
要

　

三
四
の
当
局
が
Ｓ
Ｆ
Ｎ
の
取
組
み
状
況
調
査
に
回
答

し
、
六
二
％
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
の
問
題
は
規
制
の
マ
ン
デ
ー

ト
に
含
ま
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
多
く
が
Ｅ
Ｓ

Ｇ
は
投
資
家
保
護
と
金
融
安
定
と
の
関
連
で
重
要
だ
と
指

摘
し
て
い
る
。
当
局
の
役
割
に
は
、
①
透
明
性
促
進
に
よ

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資
の
支
援
、
②
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ

ン
グ
防
止
、
③
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
の
リ
ス
ク
を
管
理
と
開
示
が

必
要
な
金
融
リ
ス
ク
と
し
て
定
義
、
④
金
融
機
関
に
Ｃ
Ｓ

Ｒ
を
促
す
、
⑤
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資
の
促
進
、
の
一
つ
以

上
が
含
ま
れ
る
。

　

い
く
つ
か
の
当
局
は
、
規
制
を
補
う
た
め
に
ガ
イ
ド
ラ
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イ
ン
な
ど
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
を
用
い
て
い
る
。
環
境
関
連

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ボ
ン
ド
、
集
団

投
資
ス
キ
ー
ム
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ

テ
ー
マ
の
複
雑
な
金
融
商
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が

そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

　

金
融
商
品
の
登
録
・
承
認
関
連
業
務
を
担
う
当
局
（
回

答
者
全
体
の
六
二
％
）
の
二
八
％
で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

と
さ
れ
る
金
融
商
品
に
関
し
て
一
定
の
要
件
の
充
足
を
確

保
す
る
制
度
が
あ
る
。
た
だ
し
、
商
品
の
募
集
目
論
見
書

で
投
資
判
断
に
重
要
な
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
の
情
報
を
提
供
す
べ

き
だ
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
一
三
％
の
当
局
は
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
商
品
の
明
確
な
要
件
は
な
い
と
し
て
い
る
。
別
の

一
三
％
は
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
を
軽
減
す
る
た
め

に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
さ
れ
た
商
品
を
評
価
し
て
い
る
。

　

五
二
％
の
当
局
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
商
品
を
提
供
す
る
投
資

会
社
の
登
録
・
承
認
の
責
任
が
あ
る
が
、
内
三
三
％
で

は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
さ
れ
た
金
融
商
品
を
提
供
す
る
投

資
会
社
の
登
録
に
は
明
確
な
分
類
や
要
件
が
な
い
。
五

四
％
の
当
局
が
金
融
商
品
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
の

監
督
を
行
う
が
、
内
六
四
％
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ

シ
ン
グ
に
固
有
の
規
則
は
な
く
、
一
般
的
な
不
適
正
販
売

規
定
、
不
当
表
示
な
ど
で
対
処
す
る
。
な
お
、
四
八
％
の

当
局
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
訓
練
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
発
し
て
い
る
。

⑶　

市
場
参
加
者
の
取
組
み
状
況
調
査
の
概
要

　

一
三
〇
以
上
の
市
場
参
加
者
が
、
Ｓ
Ｆ
Ｎ
の
調
査
に
回

答
。
内
訳
は
、
資
産
運
用
会
社
三
四
、
業
界
団
体
二
五
、

監
査
法
人
六
、
格
付
会
社
六
、
大
手
発
行
体
一
三
、
そ
の

他
の
金
融
助
言
・
仲
介
会
社
二
六
、
証
券
取
引
所
二
〇
。

多
く
の
場
合
、
法
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
な
い
が
、
七

〇
％
は
外
部
の
指
針
や
基
準
に
従
っ
て
い
る
。
部
門
別
で

は
資
産
運
用
会
社
六
七
％
、
業
界
団
体
四
四
％
、
監
査
法

人
一
〇
〇
％
、
格
付
会
社
三
三
％
、
大
手
発
行
体
一
〇
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〇
％
、
そ
の
他
の
金
融
助
言
・
仲
介
会
社
九
一
％
、
証
券

取
引
所
七
五
％
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
活
動
や
開
示
の
方
法
、
基
準
で
は
多
く
の
回
答

者
が
外
部
の
基
準
に
言
及
し
国
際
的
な
手
法
の
利
用
も
あ

る
。
七
〇
％
以
上
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
関

す
る
取
組
み
に
参
加
し
、
六
〇
％
以
上
が
様
々
な
形
式
で

の
報
告
、
開
示
を
実
施
（
発
行
体
は
九
〇
％
以
上
）、
開

示
は
義
務
的
な
場
合
も
自
発
的
な
場
合
も
あ
る
。
多
く
の

国
で
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
な
ど
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
資
本
市

場
育
成
へ
の
取
組
み
が
あ
る
。

　

資
産
運
用
会
社
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
手
段
の
市
場
慣
行
は

様
々
で
あ
る
と
回
答
、
少
数
（
六
％
）
が
顧
客
の
需
要
に

基
づ
い
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
手
法
を
開
発
し
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
ボ

ン
ド
が
最
も
一
般
的
な
Ｅ
Ｓ
Ｇ
商
品
で
あ
り
、
証
券
取
引

所
の
七
五
％
が
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
、
三
〇
％
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関

連
指
数
の
利
用
を
報
告
し
て
い
る
。

⑷�　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
様
々
な
第

三
者
機
関
の
枠
組
み
、
基
準

　

発
行
体
が
用
い
る
枠
組
み
で
は
、
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
（
国
際
統

合
報
告
評
議
会
）、
Ｇ
Ｒ
Ｉ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ポ
ー
テ
ィ

ン
グ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）、
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｂ
（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
会
計
基
準
審
議
会
）
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
分
野
を
幅
広
く
対

象
と
す
る
。
一
方
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
（
気
候
関
連
情
報
開
示
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）
は
、
気
候
変
動
関
連
分
野
を
対
象
と

し
、
気
候
変
動
に
よ
る
リ
ス
ク
と
機
会
に
つ
い
て
の
明

確
、
比
較
可
能
で
一
貫
性
の
あ
る
情
報
の
発
行
体
に
よ
る

開
示
を
提
言
、
こ
れ
は
気
候
関
連
開
示
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

資
産
運
用
会
社
が
利
用
す
る
枠
組
み
は
対
象
範
囲
が
よ

り
広
く
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
分
野
を
対
象
と
し
た
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
提
言
で
、
詳
細
な
指
針
は
な
い
。
範
囲
が
広
い
た

め
様
々
な
金
融
商
品
に
適
用
で
き
る
。
Ｕ
Ｎ�

Ｐ
Ｒ
Ｉ（
国

連
責
任
投
資
原
則
）
と
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ�

Ｆ
Ｉ
（
国
連
環
境
計
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画
金
融
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
諸
原
則
が
最
も
利
用
さ
れ
て

い
る
。

　

第
三
者
機
関
に
よ
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
活
動
の
枠
組
み
や
基
準
に

は
、
様
々
な
相
違
点
が
あ
っ
て
相
互
比
較
が
難
し
く
、
遵

守
状
況
の
検
証
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
欠
け
て
い
る
。
ま

た
、
基
準
制
定
・
更
新
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
適
切
さ
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
な
お
、

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
な
ど
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

商
品
に
つ
い
て
の
基
準
は
、
よ
り
揃
っ
て
い
る
。

三�

、
証
券
規
制
当
局
の
役
割
、
Ｉ
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
へ
の
期
待
～
Ｓ
Ｆ
Ｎ
の
調
査
へ

の
回
答

⑴　

証
券
規
制
・
監
督
当
局
の
回
答

　

当
局
が
認
識
す
る
課
題
、
役
割
を
ま
と
め
る
と
以
下
の

と
お
り
。

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
リ
ス
ク
、
特
に
気
候
関
連
リ

ス
ク
は
、
金
融
リ
ス
ク
の
源
泉
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
。
重
要
な
情
報
の
開
示
と
リ
ス
ク
管
理
は
証
券
市
場
で

の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
主
要
な
要
素

で
、
何
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資
か
の
明
確
化
と
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
関
連
の
開
示
に
つ
い
て
の
共
通
の
理
解
が
必
要

で
あ
る
。

　

当
局
は
、
金
融
市
場
参
加
者
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
の
課
題
や

業
務
運
営
に
重
要
な
リ
ス
ク
の
検
討
を
確
実
に
す
る
た
め

に
対
策
を
講
じ
つ
つ
あ
る
。
当
局
の
約
七
五
％
が
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
取
組
み
に
参
加
。
多
く

の
当
局
が
、
国
際
的
な
監
督
・
規
制
上
の
協
調
が
必
要
な

課
題
を
認
識
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
が
重

要
な
役
割
を
担
い
う
る
と
み
て
い
る
。

　

全
て
の
当
局
が
、
金
融
市
場
へ
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

の
問
題
に
よ
る
影
響
を
、
証
券
規
制
・
監
督
当
局
の
投
資

家
保
護
と
透
明
性
促
進
の
マ
ン
デ
ー
ト
と
関
連
し
て
認
識
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し
て
お
り
、
半
分
以
上
が
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
報
告
の
分
野
な
ど
で
コ
ア
と
な
る
マ
ン
デ
ー
ト

を
果
た
す
中
で
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
機
能
を

果
た
す
と
し
て
い
る
。

　

多
く
の
当
局
が
、
透
明
性
の
促
進
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
促
し
て
い
る
が
、
特
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

投
資
の
促
進
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
け
の
マ
ン
デ
ー
ト
は

な
い
と
し
て
い
る
。
回
答
し
た
三
四
の
当
局
の
内
で
一
三

だ
け
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
促
進
の
マ
ン
デ
ー
ト
が
あ
る

と
し
て
い
る
。

　

七
二
％
の
当
局
が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

取
組
み
へ
の
参
加
で
、
知
識
と
情
報
の
共
有
、
新
し
い
手

法
や
リ
ス
ク
、
関
連
の
枠
組
み
な
ど
業
界
が
直
面
す
る
機

会
と
課
題
、
及
び
、
当
局
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
促
進
に
果
た
す
べ
き
役
割
の
理
解
が
得
ら
れ
る
と
し
て

い
る
。

　

八
六
％
の
当
局
が
、
国
際
的
な
監
督
・
規
制
当
局
の
協

調
が
必
要
だ
と
認
識
し
、
三
八
％
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資

の
構
成
要
件
の
明
確
さ
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
い

て
の
共
通
の
理
解
を
望
む
。
た
だ
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
国
際
的

な
開
示
枠
組
み
の
開
発
と
規
則
の
収
束
へ
の
明
示
的
な
支

持
は
、
一
三
％
だ
け
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
当
局
は
、
課

題
を
共
有
し
監
督
・
規
制
実
務
を
や
り
取
り
す
る
た
め
、

国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
の
開
示
と
報
告
の
分
野
で
の
協
調
を

提
案
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
行
動
が
必
要

と
さ
れ
、
八
三
％
の
当
局
が
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
役
割
を
提
案

し
て
い
る
。

⑵　

市
場
参
加
者
の
回
答

　

市
場
参
加
者
の
回
答
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

関
連
業
界
か
ら
の
回
答
の
多
く
が
、
国
際
基
準
ま
た
は

第
三
者
機
関
の
枠
組
み
を
採
択
、
承
認
ま
た
は
参
照
し
て

い
る
。
過
半
数
が
基
準
の
収
束
の
必
要
性
を
表
明
、
そ
の

手
段
と
し
て
は
、
規
制
措
置
、
市
場
に
よ
る
解
決
、
ま
た
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は
両
者
の
組
合
せ
が
考
え
ら
れ
る
。

　

過
半
数
以
上
の
回
答
者
が
、
透
明
性
促
進
と
ク
ロ
ス

ボ
ー
ダ
ー
の
協
力
が
当
局
の
役
割
だ
と
し
て
い
る
が
、
相

違
点
と
し
て
は
、
い
っ
そ
う
の
規
制
へ
の
支
持
と
ソ
フ
ト

ロ
ー
の
選
好
と
が
あ
る
。
当
局
間
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
協
調

と
透
明
性
へ
の
対
応
に
関
し
て
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
積
極
的
な

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

国
際
基
準
で
は
ど
の
程
度
の
収
束
が
必
要
か
は
見
解
の

違
い
が
あ
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
基
準
の
収

束
が
市
場
に
よ
る
べ
き
か
、
規
制
に
よ
る
か
で
も
違
い
が

あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
発
展
へ
の
障
害

と
し
て
は
、
信
頼
性
の
あ
る
デ
ー
タ
の
欠
如
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
投
資
の
比
較
可
能
性
を
促
す
基
準
の
欠
如
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
と
不
適
正
販
売
に

関
連
す
る
リ
ス
ク
で
も
、
規
制
・
監
督
当
局
が
役
割
を
果

た
す
べ
き
で
あ
る
。

　

六
五
％
の
回
答
者
が
基
準
の
収
束
が
必
要
と
指
摘
し
て

図表２：当局の役割についての市場参加者の見方（重要とした比率）
回答者（計130） 数 当局の役割

資産運用会社 34 透明性促進　
グリーンウォッシング防止

65％
50％

業界団体 25 透明性促進
グリーンウォッシング防止

60％
56％

監査法人 6 透明性促進
グリーンウォッシング防止

83％
67％

格付会社 6 透明性促進
グリーンウォッシング防止

67％
67％

大手発行体 13 透明性促進 85％

その他助言・仲介会社 26 透明性促進
グリーンウォッシング防止

70％
48％

証券取引所 20 透明性促進
グリーンウォッシング防止

75％
50％

〔出所〕�　IOSCO, “Sustainable�Finance�and�the�Role�of�Securities�Regulators�and�IOSCO”,�April�2020
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い
る
が
、
収
束
の
方
法
に
関
し
て
は
、
規
制
が
三
八
％
、

市
場
で
の
解
決
が
一
九
％
、
両
者
の
組
み
合
わ
せ
が
九
％

だ
っ
た
。
収
束
の
必
要
度
合
い
、
収
束
方
法
に
は
合
意
は

な
い
。
柔
軟
性
と
比
較
可
能
性
強
化
の
バ
ラ
ン
ス
が
求
め

ら
れ
、
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
と

の
回
答
も
あ
っ
た
。

四�

、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で

の
今
後
の
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
取
組
み

⑴　

Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
が
果
た
す
べ
き
役
割

　

Ｓ
Ｆ
Ｎ
の
調
査
か
ら
は
、
透
明
性
促
進
と
グ
リ
ー
ン

ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
防
止
、
基
準
の
収
束
で
、
証
券
規
制
当
局

が
担
う
べ
き
役
割
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
に
焦
点
を
当
て
た
投
資
の
機
会
の
推
進
も
、
幅
広

い
関
係
者
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
で
改
善
す
べ
き
分

野
を
特
定
し
て
メ
ン
バ
ー
の
知
識
と
専
門
性
を
引
き
出
す

こ
と
で
、
最
も
価
値
の
あ
る
貢
献
が
で
き
る
。
国
際
基
準

設
定
主
体
な
ど
と
の
重
複
を
避
け
、
投
資
家
と
企
業
の
意

思
決
定
に
有
用
な
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
提
供
を
促
す

こ
と
で
貢
献
で
き
る
。
な
お
、
証
券
規
制
当
局
は
、
証
券

法
制
と
規
制
が
、
自
発
的
な
第
三
者
機
関
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
開
示

枠
組
み
と
基
準
の
増
強
に
有
効
か
を
検
討
し
て
い
る
。

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
関
連
の
開
示
は
、
比
較
可
能
性
の
改
善

が
必
要
で
あ
る
。
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
一
貫
し
た
実
務
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、
異
な
る
基
準
の
協
調
が
必
要
で
あ

る
。
一
方
、
投
資
家
と
企
業
に
有
用
で
な
い
開
示
を
強
制

す
れ
ば
、
投
資
家
を
害
し
資
本
配
分
を
最
適
で
は
な
い
も

の
に
し
か
ね
な
い
こ
と
に
、
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

⑵　

Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
に
よ
る
次
の
ス
テ
ッ
プ

　

今
後
の
取
組
み
の
た
め
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
を
設
立
、
そ
の
マ
ン
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デ
ー
ト
は
、
透
明
性
へ
の
対
応
と
投
資
家
保
護
の
促
進
の

二
つ
で
あ
る
。
今
後
Ｓ
Ｔ
Ｆ
は
、
以
下
の
作
業
に
焦
点
を

合
わ
せ
る
。

①�

開
示
の
改
善
の
た
め
、
投
資
家
に
重
要
な
開
示
の
種
類

の
特
定
や
投
資
家
保
護
へ
の
懸
念
の
特
定
、
対
処
を
実

施
。
業
界
や
第
三
者
機
関
と
協
働
。

②�

国
際
機
関
や
規
制
・
監
督
当
局
（
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｆ
（
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
国
際
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
）、
Ｎ
Ｇ
Ｆ
Ｓ
（
気
候
変
動
リ
ス
ク
等
に
係

る
金
融
当
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
な
ど
）
と
協
力
し
て
活

動
。
気
候
変
動
に
よ
る
脆
弱
性
の
問
題
で
は
Ｆ
Ｓ
Ｂ

（
金
融
安
定
理
事
会
）
と
も
協
調
。

③�

投
資
家
保
護
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
関
連
の

問
題
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
デ
ー
タ
提
供
者
の
透
明
性
、
格
付
会
社

等
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
運
用
会
社
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

要
素
の
利
用
実
務
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
）
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
実
施
。

五�

、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
（
欧
州
証
券
市
場
監
督

局
）
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
戦
略

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
気
候
変
動
へ
の
対
応

で
は
Ｅ
Ｕ
が
他
の
地
域
よ
り
積
極
的
で
あ
る⑸

。
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ

は
証
券
市
場
で
の
取
組
み
を
強
化
し
、
民
間
資
本
を
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
投
資
に
向
け
る
〝
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
戦
略
〟
を
公
表
し
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
の
戦
略
で
は
、
Ｅ
Ｓ

Ｇ
要
素
を
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
の
四
分
野
で
の
活
動
、
す
な
わ
ち
単

一
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
、
監
督
の
収
斂
、
直
接
監
督
、
リ
ス
ク

評
価
に
組
入
れ
る
。

⑴　

単
一
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
単
一
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
の
開
発
に

組
入
れ
、
金
融
市
場
参
加
者
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
関
す
る
透
明
性
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義
務
と
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
プ
ロ
セ
ス
強
化
を
増
強
す

る
こ
と
が
目
標
。
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
の
リ
ス
ク
を

削
減
、
投
資
家
へ
の
投
資
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
実
績
に
関
す
る
情
報

の
提
供
の
比
較
を
よ
り
確
実
に
す
る
。

　

二
〇
二
〇
年
の
主
要
な
優
先
課
題
は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス

部
門
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

規
則
で
あ
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
は
求
め
ら
れ
た
テ
ク
ニ
カ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
作
成
の
た
め
、
Ｅ
Ｓ
Ａ
ｓ
（
欧
州
監
督
当

局
）
の
共
同
委
員
会
の
一
部
と
し
て
活
動
す
る
。

⑵　

監
督
の
収
斂

　

Ｅ
Ｕ
法
・
規
制
の
整
合
的
、
効
率
的
で
効
果
的
な
適
用

を
確
実
に
し
、
共
通
の
監
督
カ
ル
チ
ャ
ー
に
貢
献
す
る
こ

と
が
目
標
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
を
各
国
当
局
の
監
督
実
務
に
組

入
れ
る
共
通
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
優
先
課
題
で
あ
る
。
以
下

の
四
分
野
に
取
組
む
。

①�

各
国
の
監
督
実
務
と
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
に
関
す
る
要
件
の
対

応
関
係
を
開
発
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ビ

ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
の
扱
い
に
関
す
る
理
解
を
改
善
。

②�

Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
の
市
場
参
加
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
各

国
当
局
の
理
解
の
共
有
を
確
実
に
す
る
。

③�

Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
に
つ
い
て
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
監
督
実

務
に
つ
い
て
の
議
論
を
促
進
。

④�

Ｅ
Ｓ
Ｇ
分
野
で
の
Ｅ
Ｕ
法
の
監
督
の
収
斂
を
促
す
手
段

を
開
発
。
非
財
務
情
報
報
告
の
透
明
性
を
促
進
。

⑶　

直
接
監
督

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
に
関
し
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
が
直
接
監
督
す
る

根
拠
と
な
る
法
令
は
な
い
。
短
期
的
に
は
信
用
格
付
の
開

示
実
務
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
導
入
が
最
重
要
で
、
気

候
関
連
分
野
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
規
則
に
も
取
り
組
む
。
な

お
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
新
し
い
監
督

の
マ
ン
デ
ー
ト
を
担
う
用
意
が
あ
る
。
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⑷　

リ
ス
ク
評
価

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
市
場
動
向
を

監
視
し
、
リ
ス
ク
を
特
定
す
る
こ
と
が
目
標
。
そ
の
た
め

に
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
の
市
場
動
向
と
リ
ス
ク
の
監
視
に
利
用

で
き
る
規
制
デ
ー
タ
の
開
発
に
務
め
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
の
権
限

内
の
機
関
の
、
気
候
変
動
で
生
じ
る
金
融
リ
ス
ク
及
び
移

行
コ
ス
ト
と
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
を
分
析
す
る
た
め
に
、
包
括
的

な
分
析
枠
組
み
の
開
発
を
行
う
。

　

具
体
的
に
は
、
①
Ｅ
Ｓ
Ｇ
市
場
動
向
監
視
の
指
標
開

発
。
②
Ｔ
Ｒ
Ｖ
（T

rends,�R
isks�and��

ulnerabili�
�
ulnerabili�

ties

）
レ
ポ
ー
ト
で
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
扱
う
。
③
優
先
順
位
に

沿
っ
た
リ
サ
ー
チ
作
業
活
動
の
開
始
。
④
様
々
な
市
場
分

野
の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
を
含
め
、
気
候
関
連
の
金
融
リ
ス

ク
を
分
析
に
取
り
組
む
。

　

な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
新
し
い
ト

ピ
ッ
ク
で
あ
り
、
伝
統
的
な
規
制
当
局
に
は
な
い
専
門
性

が
必
要
で
あ
り
、
双
方
向
の
意
見
交
換
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
は
、
当
局
間
で
は
Ｅ
Ｂ
Ａ
（
欧
州
銀
行

監
督
機
構
）
及
び
Ｅ
Ｉ
Ｏ
Ｐ
Ａ
（
欧
州
保
険
・
年
金
監
督

局
）
と
の
協
働
、
国
際
的
に
は
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
と
の
関
係
・

協
力
が
重
要
で
あ
る
。

六�

、
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
「
気

候
関
連
金
融
リ
ス
ク
：
現
在
の
取
組

み
に
関
す
る
サ
ー
ベ
イ
」

　

バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
も
気
候
変
動
に
関
す
る
活
動
を
強
化

し
て
お
り
、
二
月
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
、
気
候
関
連
金

融
リ
ス
ク
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
Ｔ
Ｆ
Ｃ

Ｒ
）
設
立
と
作
業
計
画
に
触
れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｆ
Ｃ
Ｒ
は
、

気
候
変
動
関
連
の
金
融
リ
ス
ク
分
析
レ
ポ
ー
ト
作
成
（
文

献
レ
ビ
ュ
ー
、
銀
行
シ
ス
テ
ム
へ
の
リ
ス
ク
波
及
経
路
、

測
定
手
法
）、
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
の
実
効
的
な
監
督
実

務
開
発
に
取
り
組
む
計
画
で
あ
る
。
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四
月
末
に
Ｔ
Ｆ
Ｃ
Ｒ
は
「
気
候
関
連
金
融
リ
ス
ク
：
現

在
の
取
組
み
に
関
す
る
サ
ー
ベ
イ
」
を
公
表
、
二
七
法
域

の
当
局
・
中
央
銀
行
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
、
Ｅ
Ｂ
Ａ
を
含
む
）
が
参

加
し
て
い
る
。
各
国
当
局
は
こ
の
問
題
を
重
視
し
て
い
る

が
、
自
己
資
本
比
率
規
制
で
の
対
応
の
方
向
性
な
ど
に
は

相
違
点
も
あ
る
。

⑴　

当
局
の
マ
ン
デ
ー
ト

　

過
半
数
の
メ
ン
バ
ー
が
既
存
の
規
制
・
監
督
枠
組
み
の

中
で
の
気
候
関
連
金
融
リ
ス
ク
対
応
が
適
切
だ
と
考
え
て

い
る
。
か
な
り
の
回
答
者
が
明
示
的
な
マ
ン
デ
ー
ト
は
な

い
が
、
金
融
機
関
の
安
全
性
・
健
全
性
に
影
響
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
へ
の
懸
念
に
な
り
う
る

と
指
摘
。
一
回
答
者
が
、
気
候
関
連
金
融
リ
ス
ク
を
含
む

Ｅ
Ｓ
Ｇ
リ
ス
ク
の
マ
ン
デ
ー
ト
を
持
つ
。

データの利用
手法上の問題

伝達経路
能力/人的資源
時間軸の不整合
気候関連の予測

認知度合
信用格付け枠組み

国際的な協調
タクソノミ―

銀行への調査を実施した
銀行への調査は実施していない

図表3－1：�リサーチで認識した課題
（回答数）

図表3－2：�銀行のリスク調査実施
（回答数）

〔出所〕�　バーゼル委員会「気候関連金融リスク
サーベイ」Chart2より作成

〔出所〕�　バーゼル委員会「気候関連金融リスク
サーベイ」Chart5より作成
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⑵　

リ
サ
ー
チ

　

二
四
回
答
者
が
気
候
関
連
金
融
リ
ス
ク
を
測
定
す
る
リ

サ
ー
チ
を
実
施
。
一
五
は
デ
ー
タ
の
利
用
可
能
性
、
手
法

の
問
題
、
伝
達
経
路
の
対
応
付
け
で
の
困
難
な
ど
の
気
候

関
連
金
融
リ
ス
ク
の
評
価
等
に
つ
い
て
の
課
題
を
認
識
。

　

伝
達
経
路
の
質
的
な
検
討
、
金
融
部
門
の
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
の
量
的
推
定
、
シ
ナ
リ
オ
分
析
と
ス
ト
レ
ス
テ
ス

ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
物
理
的
リ
ス
ク
や
移
行
リ
ス
ク
を
評

価
す
る
ス
コ
ア
カ
ー
ド
や
ヒ
ー
ト
マ
ッ
プ
を
利
用
と
の
回

答
も
あ
っ
た
。
二
法
域
が
リ
ス
ク
の
監
視
の
た
め
Ｋ
Ｒ
Ｉ

（
主
要
リ
ス
ク
指
標
）
を
開
発
中
。

　

一
八
回
答
者
は
、
銀
行
へ
の
サ
ー
ベ
イ
を
実
施
。
約
半

分
が
銀
行
の
気
候
関
連
金
融
リ
ス
ク
対
応
は
開
発
の
初
期

的
な
段
階
だ
と
指
摘
。
銀
行
が
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
を
実
施

し
て
い
る
と
の
回
答
は
少
数
。
銀
行
が
気
候
関
連
金
融
リ

ス
ク
の
開
示
を
実
施
し
た
と
の
回
答
は
二
〇
、
未
実
施
は

三
。
過
半
数
が
開
示
は
自
発
的
な
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

約
半
分
は
概
ね
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
提
言
に
基
づ
く
も
の
と
回

答
。
欧
州
の
七
回
答
者
は
、
二
〇
二
二
年
に
開
示
規
制
の

実
施
を
計
画
し
て
い
る
。

⑶�　

規
制
、
監
督
～
自
己
資
本
比
率
規
制
へ
の
組
入
れ
で

は
意
見
が
分
か
れ
る

　

一
一
回
答
者
が
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
の
気
候
関

連
金
融
リ
ス
ク
の
監
督
指
針
を
発
出
、
ま
た
は
発
出
を
準

備
。
少
数
の
回
答
者
は
リ
ス
ク
軽
減
の
〝
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
〟
識
別
の
た
め
作
業
中
で
あ
る
。

　

過
半
数
は
リ
ス
ク
を
資
本
規
制
枠
組
み
の
要
素
と
は
考

え
ず
、
ま
た
、
リ
ス
ク
の
量
的
評
価
が
で
き
て
い
な
い
た

め
資
本
比
率
規
制
の
第
一
、
第
二
の
柱
を
適
用
す
る
短
期

的
計
画
は
な
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
一
法
域

は
、
金
融
安
定
へ
の
影
響
を
既
存
の
枠
組
み
に
含
め
る
こ

と
を
検
討
し
て
お
り
、
第
二
の
柱
の
適
用
は
可
能
だ
と
考

え
る
法
域
も
あ
る
。
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四
法
域
が
、
健
全
性
規
制
は
他
の
目
的
の
た
め
に
調
整

す
べ
き
で
な
い
と
強
調
。〝
グ
リ
ー
ン
〟
な
要
素
で
資
本

要
件
を
引
下
げ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
強
化
す

る
の
は
、
リ
ス
ク
が
低
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
な
け
れ
ば
不

適
切
だ
と
し
て
お
り
、
当
局
間
の
考
え
方
に
は
違
い
が
あ

る
。七

、
結
び
に
代
え
て

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
広
が
り
と
と
も
に
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
の
比
較
可
能
性
の
改
善
、
投
資
家
保
護
で
の

懸
念
、
資
本
再
配
分
の
促
進
な
ど
の
問
題
が
広
く
認
識
さ

れ
、
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
な
ど
の
対
応
が
各
国
当
局
や
市
場
関
係

者
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

資
本
市
場
を
通
じ
た
活
動
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
だ

が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
取
組
み
で
は
、
Ｅ

Ｕ
が
先
行
す
る
な
ど
、
各
国
の
対
応
に
は
バ
ラ
ツ
キ
も
あ

る
。
市
場
分
断
の
懸
念
を
抑
え
る
た
め
に
も
、
国
際
機
関

や
当
局
間
の
協
調
や
市
場
参
加
者
と
の
協
力
が
求
め
ら
れ

る
。
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
な
ど
の
今
後
の
活
動
に
注
目
し
た
い⑹

⑺

。

（
注
）

⑴　

1�IO
SCO

:

“Sustainable�Finance�and�the�Role�of�Securi�
Securi�

ties�Regulators�and�IO
SCO

”,�Final�Report,�A
pril�2020

。
本

稿
は
、
拙
稿
：
〝
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
報
告
書
〝
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
及
び
証
券
当
局
と
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
役
割
〟
の
紹
介
〟、
当
研
究

所
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
二
〇
二
〇
年
五
月
を
要
約
し
た
も
の
。
な
お
、

金
融
庁
：https://w

w
w
.fsa.go.jp/inter/ios/20200422.htm

l

を

参
考
に
し
た
。

⑵　

European�Securities�and�M
arkets�A

uthority:

“Strategy�
on�Sustainable�Finance

”�February�2020.

を
参
照
。https://

w
w
w
.esm

a.europa.eu/sites/default/files/library/esm
a22�

105�1052_sustainable_finance_strategy.pdf�

⑶　

B
asel�C

om
m
ittee�on�B

anking�Supervision:

“Clim
ate�

related�financial�risks:�a�survey�on�current�initiatives

”,�
A
pril�2020.

を
参
照
。https://w

w
w
.bis.org/bcbs/publ/d502.

pdf

⑷　

IO
SC
O
:

“Objectives�and�Principles�of�Securities�
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Regulation

（
証
券
規
制
の
目
的
と
原
則
）”,�M

ay,�2017

を
参
照
。

金
融
庁
に
よ
る
仮
訳
あ
り
。https://w

w
w
.fsa.go.jp/inter/

ios/180305.pdf　

⑸　

Ｅ
Ｕ
の
動
向
は
、
江
夏
あ
か
ね
：
〝
欧
州
議
会
と
欧
州
連
合
理
事

会
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
規
制
案
に
関
す
る
合
意
〟、
野
村
資
本

市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
二
〇
二
〇
冬
号
、
及
び
吉
井
一
洋
、
鈴
木
利

光
、
藤
野
大
輝
：
〝
進
む
Ｅ
Ｕ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
制

度
改
正
〟
大
和
総
研
調
査
季
報
、
二
〇
二
〇
年
新
春
号
を
参
考
に
し

た
。

⑹　

各
国
の
金
融
当
局
・
中
央
銀
行
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｆ
Ｓ
（
気
候
変
動
リ
ス

ク
等
に
係
る
金
融
当
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
通
じ
て
気
候
変
動
へ
の

対
応
で
協
力
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｆ
Ｓ
は
、
五
月
二
七
日
に
「
監
督
当

局
者
向
け
手
引
書
：
気
候
関
連
及
び
環
境
リ
ス
ク
の
健
全
性
監
督
へ

の
組
込
み
」
及
び
「
グ
リ
ー
ン
、
非
グ
リ
ー
ン
及
び
ブ
ラ
ウ
ン
金
融

資
産
と
潜
在
的
な
リ
ス
ク
差
異
に
係
る
金
融
機
関
の
経
験
の
現
状
」

を
公
表
。

⑺　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
国
際
金
融
安
定
性
報
告
書
、
第
五
章
（
五
月
二
九
日
公

表
）
“Clim
ate�Change:�Physical�Risk�and�Equity�Prices
”

は
、
株
式
市
場
の
気
候
変
動
に
よ
る
物
理
的
リ
ス
ク
評
価
の
妥
当
性

を
分
析
し
て
い
る
。

�

（
さ
し
だ　

あ
き
お
・
当
研
究
所
特
任
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
）


